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共
育
委
員
会
例
会

社
員
が
育
た
な
い
会
社
に
未
来
は
な
い

社
員
が
育
た
な
い
会
社
に
未
来
は
な
い
!?!?

　

二
月
十
六
日
（
木
）、
同
友
会
事

務
所
・
会
議
室
を
会
場
に
「
共
育
委

員
会
例
会
」
を
開
催
。「
社
員
が
育

た
な
い
会
社
に
未
来
は
な
い
!?
～
苦

難
な
時
代
に
こ
そ
人
材
共
育
の
投
資

が
活
き
る
～
」
と
題
し
て
、
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
グ
ル
ー
プ
討

論
な
ど
を
通
し
て
学
び
合
い
ま
し

た
。

　

パ
ネ
リ
ス
ト
を
務
め
た
の
は
、
い

ず
れ
も
同
友
会
の
各
種
社
員
研
修
会

を
活
用
す
る
㈱
サ
ン
エ
イ
・
中
西
氏

（
太
田
支
部
）、
中
央
キ
ャ
リ
ア
ネ
ッ

ト
㈱
・
小
池
氏
（
前
橋
支
部
）、
㈱

中
島
・
中
島
氏（
伊
勢
崎
支
部
）。フ
ァ

シ
リ
テ
ー
タ
ー
の
共
育
委
員
会
・
山

﨑
副
委
員
長
（
㈲
山
﨑
製
作
所
／
高

崎
支
部
）の
軽
快
な
リ
ー
ド
に
よ
り
、

パ
ネ
リ
ス
ト
三
名
が
考
え
る
研
修
会

の
意
義
や
参
加
し
て
の
本
音
、
社
内

に
お
け
る
変
化
な
ど
に
迫
り
ま
し

た
。

　

パ
ネ
リ
ス
ト
か
ら
は
「
他
社
の
同

じ
階
層
の
社
員
と
触
れ
合
っ
た
り
、

情
報
交
換
で
き
た
り
、
刺
激
し
合
え

る
貴
重
な
機
会
」「
自
分
が
社
員
に

言
い
づ
ら
か
っ
た
こ
と
、
言
っ
て
も

分
か
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
他
社
の
社

長
に
改
め
て
言
っ
て
も
ら
え
る
」「
講

義
や
役
割
を
担
当
す
る
こ
と
で
経
営

者
自
身
が
一
番
勉
強
に
な
っ
た
」「
講

義
内
容
が
社
員
と
の
共
通
言
語
に
な

り
、
社
内
に
一
体
感
が
生
ま
れ
る
」

「
会
社
を
二
日
・
三
日
空
け
る
の
は

正
直
し
ん
ど
い
!?
…
で
も
長
期
的
に

見
た
リ
タ
ー
ン
は
計
り
知
れ
な
い
ほ

ど
大
き
い
」
な
ど
の
言
葉
が
率
直
に

語
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
グ

ル
ー
プ
討
論

で
は
「
自
社
の

中
で
、
ど
う
共

育
を
取
り
入
れ

て
い
き
ま
す

か
？
」
を
テ
ー

マ
に
意
見
交

換
。「
社
員
教

育
と
は
仕
事
の

や
り
方
を
教
え

る
こ
と
で
は
な

い
」「
ま
ず
は

経
営
者
の
教
育

に
対
す
る
姿
勢

で
あ
り
、
そ
れ

が
何
よ
り
も
大

事
」「
企
業
の

永
続
に
は
人
材

育
成
が
不
可
欠
。
地
道
に
取
り
組
ん

で
い
く
し
か
な
い
」な
ど
の
意
見
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
で
活
発
に
交

わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

共
育
委
員
会
で
は
、
新
入
社
員
研

修
会
、
新
入
社
員
フ
ォ
ロ
ー
研
修

会
、
伸
び
盛
り
社
員
研
修
会
、
幹
部

社
員
（
及
び
幹
部
候
補
）
研
修
会
な

ど
、
各
階
層
で
必
要
と
な
る
研
修
会

を
年
間
を
通
し
て
体
系
的
に
開
催
し

て
い
ま
す
。「
経
営
者
と
社
員
が
共

に
育
つ
」
を
基
本
と
し
た
同
友
会
の

各
種
社
員
研
修
会
に
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
！
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アルミ精密部品の切削加工メーカー

株式会社 エーピーエム
充実した設備と長年培った確かな技術力で
お客様のご要望にお応えします！

〒373-0847 群馬県太田市西新町103-2
TEL0276-30-4058　FAX0276-30-4059

URL：http://www.apm-f.com　E-mail：fuse@apm-f.com

学生の本音が聞ける交流会学生の本音が聞ける交流会
　　企業×学生　本音トーク　　企業×学生　本音トーク

青　年　部

　

二
月
十
五
日
（
水
）、
ア
メ
イ
ジ

ン
グ
グ
レ
イ
ス
前
橋
を
会
場
に
、
青

年
部
設
営
に
よ
る
「
企
業
×
学
生　

本
音
ト
ー
ク
」
を
開
催
。
自
身
の
第

一
印
象
を
知
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や

ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
形
式
の
交
流
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
昨
年
十
月
に
開
催

さ
れ
た
三
回
目
に
続
き
、
今
回
の
参

加
者
は
企
業
側
二
十
二
名
・
学
生
側

二
〇
名
の
総
勢
四
十
二
名
。

　

第
一
部
／
第
一
印
象
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
自
身
の
思
う
自
分

の
性
格
と
、
他
人
か
ら
見
る
客
観
的

な
自
分
の
性
格
を「
ジ
ョ
ハ
リ
の
窓
」

を
用
い
て
分
析
し
ま
し
た
。
ま
た
、

第
二
部
／
企
業
×
学
生
意
見
交
換
交

流
会
は
、
飲
食
を
楽
し
み
な
が
ら

ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
形
式
で
行
わ
れ
、

情
報
交
換
や
意
見
交
換
、
あ
る
い
は

悩
み
相
談
や
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
、
各

テ
ー
ブ
ル
で
ざ
っ
く
ば
ら
ん
な
本
音

ト
ー
ク
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
も
数
多
く
の
学
生
さ
ん
が
企

画
運
営
に
関
わ
っ
て
く
れ
た
「
本
音

ト
ー
ク
」。
今
後
も
参
加
す
る
学
生

の
輪
、
企
業
の
輪
が
広
が
り
、
さ
ら

な
る
発
展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

当
事
者
の
就
労
体
験
報
告

当
事
者
の
就
労
体
験
報
告

障
害
者
雇
用
委
員
会

　

障
害
者
雇
用
委
員
会
で
は
、
三
月

三
日
（
金
）、
Ｇ
メ
ッ
セ
群
馬
を
会

場
に
「
障
害
者
雇
用
・
当
事
者
の
体

験
報
告
」
と
題
し
て
勉
強
会
を
開
催

し
ま
し
た
（
高
崎
支
部
・
富
岡
安
中

支
部
協
賛
）。
こ
れ
ま
で
委
員
会
で

は
、
障
害
者
雇
用
に
取
り
組
む
企
業

や
支
援
機
関
の
方
の
報
告
を
基
に
学

ん
で
き
ま
し
た
が
、
障
害
を
持
つ
当

事
者
の
体
験
報
告
は

初
め
て
の
試
み
と
な

り
ま
す
。

　

ス
ト
レ
ス
か
ら
精

神
疾
患
（
う
つ
）
を

患
い
、
そ
れ
ま
で
の

当
た
り
前
を
失
う
事

に
な
っ
た
経
緯
や
闘

病
生
活
、
支
援
機
関

や
企
業
の
サ
ポ
ー
ト

を
受
け
な
が
ら
の
就

労
と
い
っ
た
赤
裸
々

に
語
ら
れ
る
体
験

は
、
参
加
者
の
心
に

深
く
突
き
刺
さ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
「
当
た

り
前
」
を
考
え
直
す

機
会
と
な
り
ま
し

た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
自
分
と
他
人
の

当
た
り
前
が
違
う
こ
と
を
改
め
て
考

え
さ
せ
ら
れ
た
」「
理
解
あ
る
支
援

者
と
の
出
会
い
が
未
来
を
変
え
る
」

「
勇
気
の
あ
る
報
告
に
こ
ち
ら
が
勇

気
を
も
ら
っ
た
」「
病
状
を
報
告
し

な
く
て
も
就
労
で
き
る
事
が
当
た
り

前
な
会
社
を
目
指
し
た
い
」
と
い
っ

た
感
想
が
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
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優れた環境適応性。
より高精細で美しい仕上がり

「水なし印刷」システム

ムダな廃棄物を出さない。
必要な時に必要な部数を

オンデマンド印刷

「水なし印刷」は、湿し水を使用せず有
害な廃液を0にし、その結果CO2を削
減します。環境への負荷が格段に少な
い印刷システムです。

オンデマンド印刷は、「必要な時、必要
なだけ」の印刷でムダがなく、環境面
で優れています。また、印刷コストを抑
え、納期も短縮できます。

環境を思う、未来を想う
あらためて誓う
上武印刷

環境を思う、未来を想う
あらためて誓う
上武印刷

群馬県環境GS認定事業所

私たちは、環境にも、お客様にもやさしい企業を目指します。

〒370-0015  高崎市島野町890-25

TEL 027（352）7445（代）
FAX 027（352）2953（営業）

E-mail eigyo@jp-t.co.jp
URL http://www.jp-t.co.jp/

上武印刷株式会社

ゼ
ロ
か
ら
学
ぶ
Ｄ
Ｘ
戦
略

ゼ
ロ
か
ら
学
ぶ
Ｄ
Ｘ
戦
略

万
が
一
の
事
が
起
き
た
時

万
が
一
の
事
が
起
き
た
時

��

会
社
は
ど
う
す
る
？

会
社
は
ど
う
す
る
？

高
崎
支
部
２
月
例
会

鶴
の
花
部
会
３
月
例
会

　

二
月
十
四
日
（
火
）、
ビ
エ
ン
ト

高
崎
（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
併
用
）
を
会
場
に

「
高
崎
支
部
二
月
例
会
」
を
開
催
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
制
作
・
Ｉ
Ｔ
導
入
支

援
な
ど
を
手
掛
け
る
㈱
デ
ィ
ー
ア
イ

ケ
イ
、
代
表
取
締
役
・
中
川
怜
子
氏

（
埼
玉
同
友
会
）、
課
長
・
金
井
宏
樹

氏
が
報
告
者
を
務
め
、「
ゼ
ロ
か
ら

学
ぶ
Ｄ
Ｘ
戦
略
～
経
営
課
題
は
Ｄ
Ｘ

で
解
決
せ
よ
～
」
を
テ
ー
マ
に
、
Ｄ

Ｘ
の
基
本
的
な
解
説
や
同
社
の
経
営

実
践
な
ど
を
語
り
ま
し
た
。

　
「
Ｉ
Ｔ
は
ツ
ー
ル
、
Ｄ
Ｘ
は
変
革
」

「
競
争
優
位
性
の
確
立
」「
顧
客
視
点

の
新
た
な
価
値
創
造
」
な
ど
の
Ｄ
Ｘ

の
基
本
的
な
考
え
方
を
は
じ
め
、
そ

の
代
表
的
な
活
用
事
例
を
紹
介
し
た

両
氏
。
続
け
て
、
中
小
企
業
の
Ｄ
Ｘ

が
遅
れ
て
い
る
こ
と
に
触
れ
た
上
で

「
対
応
し
な
い
と
企
業
の
市
場
価
値

が
下
が
り
続
け
る
。
経
営
者
自
ら
が

主
体
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
大
事
」

橋
哲
也
氏
（
富
岡
安
中
支
部
）、
㈱

ユ
ニ
マ
ー
ク
・
尾
花
靖
雄
氏
（
桐
生

支
部
）、
関
東
防
災
工
業
㈱
・
宮
崎

慎
司
氏
（
前
橋
支
部
）
の
三
名
が

パ
ネ
ラ
ー
と
な
り
、
㈲
妙
義
ナ
バ

フ
ァ
ー
ム
・
黛
佐
予
氏
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
で
、
考
え
た
く
は
な
い
ケ
ー

ス
の
事
業
継
続
に
つ
い
て
深
掘
り
し

て
い
き
ま
し
た
。

　

パ
ネ
ラ
ー
か
ら
は
「
後
継
者
育
成

は
考
え
て
い
て
も
、突
然
経
営
者（
自

分
）
が
い
な
く
な
る
こ
と
は
考
え
て

い
な
か
っ
た
。
例
会
の
打
診

が
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
っ

た
」、「〝
い
つ
か
〟
で
は
な

い
ケ
ー
ス
に
対
応
す
る
た

め
、
相
続
な
ど
全
て
任
せ
ら

れ
る
相
談
相
手
を
見
つ
け
て

お
く
べ
き
」
と
い
っ
た
考
え

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
後
の
グ
ル
ー
プ
討
論
は
、

メ
ン
バ
ー
を
変
え
て
二
回
行

い
、
今
日
の
気
づ
き
を
受
け

て
明
日
か
ら
何
を
し
て
い
く

の
か
を
共
有
し
て
い
き
ま
し

た
。

　

鶴
の
花
部
会
で
は
三
月
十
六
日

（
木
）、
ビ
エ
ン
ト
高
崎
を
会
場
に
、

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
併
設
し
た
例
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
当
日
は
、
オ
ー
プ
ン
例

会
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
女
性
に
限

ら
ず
会
員
経
営
者
や
一
緒
に
働
く
社

員
な
ど
も
交
え
、
様
々
な
立
場
の
参

加
者
で
学
び
合
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
例
会
は
「
今
、
突
然
自
分

の
身
に
万
が
一
の
事
が
起
こ
っ
て
し

ま
っ
た
ら
会
社
は
ど
う
す
る
？
」
を

テ
ー
マ
に
、
㈲
小
板
橋
産
業
・
小
板

と
参
加
者
に
投
げ
掛
け
ま
し
た
。
ま

た
、
自
社
の
Ｄ
Ｘ
推
進
に
よ
っ
て
生

ま
れ
た
新
サ
ー
ビ
ス
や
業
務
改
善
の

紹
介
を
踏
ま
え
て
「
新
入
社
員
も
主

体
的
に
働
け
る
よ
う
に
な
り
、
人
を

生
か
す
経
営
に
も
つ
な
が
っ
た
」
と

語
り
ま
し
た
。

　

報
告
終
了
後
は
「
な
ぜ
で
き
な

い
？
中
小
企
業
の
Ｄ
Ｘ
」
を
テ
ー
マ

に
グ
ル
ー
プ
討
論
を
実
施
。「
重
要

性
は
理
解
し
て
い
る
が
、
何
か
ら
始

め
た
ら
良
い
の
か
…
」「
経
営
者
の

一
歩
踏
み
出
す
勇
気
が
大
事
」「
中

小
企
業
こ
そ
Ｄ
Ｘ
は
チ
ャ
ン
ス
と
認

識
し
た
い
」
な
ど
、
活
発
な
意
見
が

交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
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高
収
益
を
実
現
す
る
経
営
哲
学

高
収
益
を
実
現
す
る
経
営
哲
学

ス
マ
ー
ト
運
転
術

ス
マ
ー
ト
運
転
術

沼
田
支
部
２
月
例
会

桐
生
支
部
２
月
例
会

　

二
月
二
十
二
日
（
水
）、
桐
生
市

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
「
桐

生
支
部
二
月
例
会
」
を
開
催
。
自
動

車
加
工
業
の
Ｒ
Ｓ
―
Ｋ
、
代
表
・
菊

池
裕
介
氏
を
招
い
て
「
ス
マ
ー
ト
運

転
術
～
楽
し
く
身
に
つ
き
や
す
い
参

加
型
講
座
～
」
を
テ
ー
マ
に
、
誰
に

で
も
使
え
る
自
動
車
の
運
転
技
術
を

座
学
と
体
験
を
通
し
て
学
び
ま
し

た
。

　

ス
マ
ー
ト
運
転
術
は
、
菊
池
氏

の
二
〇
年
以
上
に
及
ぶ
モ
ー
タ
ー

ス
ポ
ー
ツ
活
動
で
培
っ
た
ド
ラ
イ

バ
ー
・
メ
カ
ニ
ッ
ク
・
エ
ン
ジ
ニ
ア

な
ど
の
経
験
・
知
識
に
、
心
理
学
や

人
体
工
学
を
組
み
込
ん
だ
独
自
の
理

論
。
今
回
の
例
会
で
は
、
安
全
か
つ

疲
れ
に
く
い
運
転
姿
勢
、
人
・
車
に

や
さ
し
い
操
作
方
法
、
運
転
中
の
気

持
ち
や
心
構
え
な
ど
の
講
義
が
行
わ

れ
た
ほ
か
、
会
場
に
設
置
し
た
簡
易

の
運
転
シ
ー
ト
を
使
っ
て
、
す
ぐ
に

講
義
で
学
ん
だ
内
容
を
体
験
を
通
し

て
身
に
つ
け
て
い
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
論
理

的
な
説
明
で
分
か
り
や
す
く
、
納
得

さ
せ
ら
れ
た
」「
今
後
の
運
転
と
の

向
き
合
い
方
に
生
か
し
て
い
き
た

い
」「
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
疲
労

軽
減
や
安
全
に
つ
な
が
る
」
な
ど
の

感
想
が
綴
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

け
て
配
信
さ
れ
た
講
義
を
例
会
内
で

紹
介
す
る
た
め
、
割
愛
さ
れ
た
部
分

も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
同
社

の
躍
進
の
要
で
あ
る
澤
浦
氏
の
考
え

方
に
加
え
、
経
営
指
針
書
を
活
か
す

た
め
の
評
価
制
度
・
賃
金
制
度
の
紹

介
は
目
を
見
張
る
も
の
で
し
た
。

　

当
日
は
沼
田
支
部
だ
け
で
な
く
他

支
部
会
員
、
県
外
の
農
業
経
営
者
も

多
数
参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
背
筋

が
伸
び
ま
し
た
。
数
字
を
深
堀
し
て

　

沼
田
支
部
で
は
、
二
月
二
十
八
日

（
火
）、
利
根
沼
田
文
化
会
館
を
会
場

に
支
部
例
会
を
開
催
。
グ
リ
ン
リ
ー

フ
㈱
、
代
表
取
締
役
・
澤
浦
彰
治
氏

が「
高
収
益
を
実
現
す
る
経
営
哲
学
」

と
題
し
て
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
オ
ン
ラ

イ
ン
で
配
信
さ
れ
た
自
身
の
講
義
動

画
の
内
容
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

農
業
の
立
ち
位
置
や
歴
史
、日
本
・

東
南
ア
ジ
ア
の
人
口
推
移
、
独
自
の

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
理
論
、
経
営
指
針

書
と
評
価
制
度
な
ど
、
複
数
回
に
分

い
き
た
い
」「
数
値
管
理
の
方
法
に

感
銘
を
受
け
た
。
取
り
入
れ
て
い
き

た
い
」「
数
値
化
し
見
え
る
化
す
る

こ
と
が
重
要
」
と
い
っ
た
感
想
が
綴

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

平成生まれの後継者は平成生まれの後継者は
　　　　何を考えているか　　　　何を考えているか

富岡安中支部２月例会

　

富
岡
安
中
支
部
で
は
、
二
月

二
十
四
日
（
金
）、
富
岡
商
工
会
議

所
（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
併
設
）
を
会
場
に
支

部
例
会
を
開
催
。
マ
ッ
ト
・
モ
ッ
プ

の
リ
ー
ス
・
レ
ン
タ
ル
、
清
掃
業
を

手
掛
け
る
㈲
西
毛
リ
ー
ス
キ
ン
・
富

田
裕
貴
氏
が
「
平
成
生
ま
れ
の
経
営

者
は
何
を
考
え
て
い
る
の
か
」
と
の

テ
ー
マ
で
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

富
田
氏
は
会
社
紹
介
と
自
己
紹
介

に
続
き
、
自
身
が
理
想
と
す
る
会
社

や
大
切
に
し
て
い
る
考
え
を
紹
介
。

そ
の
う
え
で
、
現
在
の
会
社
の
状
況

と
富
田
氏
が
取
り
組
ん
で
い
る
改
善

策
も
報
告
し
ま
し
た
。
ま
た
、
後
継

者
候
補
と
し
て
抱
え
る
「
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
や
世
代
交
代
で
お

客
様
が
離
れ
て
し
ま
う
の
で
は
」
と

い
っ
た
不
安
、
今
後
の
個
人
目
標
や

一
〇
年
後
の
会
社
像
を
語
り
ま
し

た
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
一
〇

年
後
の
成
長
が
楽
し
み
。
一
緒
に
頑

張
り
た
い
」「
次
代
を
背
負
う
若
い

経
営
者
の
考
え
方
が
知
れ
て
良
か
っ

た
」「
時
代
は
変
わ
っ
て
も
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
不
変
。
同
じ
言
語

で
語
り
合
え
る
よ
う
勉
強
し
て
い
こ

う
」
と
い
っ
た
感
想
と
エ
ー
ル
が
綴

ら
れ
て
い
ま
し
た
。



同 友 ぐ ん ま（5）2023年４月号 第494号

〒378－0002  群馬県沼田市横塚町 896－2
TEL．0278－20－1110　FAX．0278－22－2102

URL http://kk-sanei .net/

軽量鉄骨システム建築 プレハブハウス

株式会社三栄工業

用途に合わせ自由設計、コスト削減（事務所、店舗、倉庫、他）

プレハブパネル工法は規格部材を工場生産  経済性に優れ、短工期

持
続
可
能
な
農
業
を

持
続
可
能
な
農
業
を

　
　
　
　
　
　

発
展
さ
せ
ま
す

　
　
　
　
　
　

発
展
さ
せ
ま
す

伊
勢
崎
・
埼
玉
北
部
合
同
例
会

人材育成シリーズ例会人材育成シリーズ例会

前橋支部２月例会

　

前
橋
支
部
で
は
、
二
月
二
十
二
日

（
水
）、
ア
メ
イ
ジ
ン
グ
グ
レ
イ
ス
前

橋
を
会
場
に
支
部
例
会
を
開
催
。「
人

を
生
か
す
経
営
を
体
現
す
る
社
員
さ

ん
と
の
関
わ
り
方
」と
の
テ
ー
マ
で
、

N
'sPeducation

、
代
表
・
高
屋
敷

奈
央
氏
が
講
師
を
務
め
、
脳
科
学
に

基
づ
い
た
心
理
学
の
視
点
で
日
々
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
使
え
る
面

談
方
法
を
学
び
ま
し
た
。

　

脳
科
学
的
に
「
人
間
の
意
識
は
五

段
階
に
分
か
れ
る
（
今
回
は
顕
在
意

識
ま
で
）」
と
言
わ
れ
て
い
る
事
か

ら
「
環
境
レ
ベ
ル
、
行
動
レ
ベ
ル
、

能
力
レ
ベ
ル
、
信
念
・
価
値
観
レ
ベ

ル
、
自
己
認
識
レ
ベ
ル
」
の
五
つ
の

レ
ベ
ル
の
順
番
に
沿
っ
て
質
問
を
し

て
い
く
こ
と
で
、
よ
り
深
い
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
繋
が
る
と
の
説
明

を
受
け
た
後
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に

沿
っ
て
ペ
ア
ワ
ー
ク
を
行
い
、
質
問

の
順
番
と
内
容
を
確
認
し
て
い
き
ま

し
た
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
時
間

が
足
り
な
い
程
、
実
の
あ
る
ワ
ー
ク

に
な
っ
た
」「
質
問
の
流
れ
を
し
っ

か
り
頭
に
入
れ
て
生
か
し
て
い
き
た

い
」「
自
分
が
大
切
に
し
て
い
る
事
。

や
る
べ
き
事
が
明
確
に
な
っ
た
」
と

い
っ
た
感
想
が
記
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　

二
月
二
十
一
日
（
火
）、
プ
ラ
ザ
・

ア
リ
ア
を
会
場
に
「
伊
勢
崎
支
部
・

埼
玉
北
部
地
区
会
合
同
例
会
」
を
開

催
。「
持
続
可
能
な
農
業
を
発
展
さ

せ
ま
す
」
を
テ
ー
マ
に
、
ブ
ラ
ン
ド

豚
（
む
さ
し
麦
豚
）
生
産
・
販
売
、

畜
産
飼
料
加
工
・
販
売
な
ど
の
㈱
長

島
養
豚
、
代
表
取
締
役
・
長
島
洋
平

氏
（
埼
玉
北
部
地
区
会
）
が
自
身
の

経
営
体
験
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

本
合
同
例
会
は
年
に
一
度
の
恒
例

行
事
と
し
て
、
回
を
重
ね
る
こ
と

十
二
回
目
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
二

年
前
は
中
止
、
昨
年
は
オ
ン
ラ
イ
ン

開
催
で
し
た
が
、
三
年
振
り
に
一
堂

に
会
し
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

長
島
氏
は
、
昨
年
の
経
営
指
針
づ

く
り
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
、
報
告

テ
ー
マ
で
も
あ
る
「
持
続
可
能
な
農

業
」
に
向
け
た
思
い
を
経
営
理
念
と

し
て
成
文
化
。
そ
の
理
念
に
沿
っ
て

進
め
る
循
環
型
農
業
や
労
働
環
境
の

改
善
、
六
次
産
業
化
の
取
り
組
み
な

ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。
報
告
の
最
後

に
は
「
社
員
が
誇
り
の
持
て
る

会
社
づ
く
り
」「
自
社
堆
肥
を

活
用
し
た
野
菜
生
産
」「
む
さ

し
麦
豚
を
日
本
を
代
表
す
る
ブ

ラ
ン
ド
豚
に
」
な
ど
の
十
年
ビ

ジ
ョ
ン
と
、
そ
の
達
成
に
向
け

た
決
意
を
語
り
ま
し
た
。

　

報
告
後
は
「
自
社
の
商
品
・

サ
ー
ビ
ス
を
持
続
可
能
に
す
る

た
め
に
は
？
」
を
テ
ー
マ
に
グ

ル
ー
プ
討
論
を
実
施
。
そ
の
後

の
懇
親
会
を
含
め
て
、
支
部
・

地
区
会
の
垣
根
を
超
え
た
活
発

な
意
見
交
換
や
交
流
が
図
ら
れ

ま
し
た
。
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太田支部２月例会

　

太
田
支
部
で
は
、
二
月
十
七
日

（
金
）、
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
お
お
た
を
会

場
に
支
部
例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
「
丸
見
え
な
経
営
課
題
、
取
り
組

み
事
例
パ
ー
ト
Ⅱ
～
繋
が
り
始
め
た

経
営
陣
の
想
い
を
経
営
理
念
へ
～
」

と
題
し
て
、
㈲
神
保
商
会
・
神
保
豊

氏
（
太
田
支
部
長
）
が
、
十
月
例
会

以
降
の
取
組
み
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

十
月
の
報
告
終
盤
に
語
っ
た
「
会

社
、
社
長
の
支
え
に
な
る
」
と
の
宣

言
を
実
行
す
る
に
あ
た
り
着
手
し
た

経
営
理
念
の
策
定
。
会
長
、
社
長
へ

の
経
営
姿
勢
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー

ト
か
ら
初
の
三
者
会
談
の
開
催
と

「
地
道
な
行
動
が
少
し
ず
つ
経
営
陣

の
中
に
浸
透
し
て
い
っ
た
」
と
言
い

ま
す
。

　

全
員
が
納
得
す
る
経
営
理
念
と
ま

で
は
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、会
長
・

社
長
か
ら
は
「
定
期
的
に
三
人
で
話

し
合
う
場
を
開
き
た
い
」
と
言
わ
れ

る
な
ど
、「
三
人
の
ベ
ク
ト
ル
が
揃

い
始
め
た
事
を
肌
で
感
じ
て
い
る
」

と
語
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
専
務

の
立
場
で
経
営
理
念
作
成
に
着
手

し
た
勇
気
あ
る
行
動
は
素
晴
ら
し

い
！
」「
会
長
、
社
長
、
社
員
さ
ん

が
羨
ま
し
く
思
え
る
行
動
と
成
果

だ
っ
た
。
継
続
し
て
頑
張
っ
て
貰
い

た
い
」
と
い
っ
た
感
想
が
綴
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

事
業
承
継
に
向
け
た
社
内
改
革

事
業
承
継
に
向
け
た
社
内
改
革

渋
川
吾
妻
支
部
２
月
例
会

　

二
月
二
十
四
日
（
金
）、
渋
川
公

民
館
を
会
場
に
「
渋
川
吾
妻
支
部
二

月
例
会
」
を
開
催
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト

ブ
ロ
ッ
ク
製
造
販
売
の
㈱
コ
モ
チ
、

専
務
取
締
役
・
齋
藤
和
子
氏
（
渋
川

吾
妻
支
部
）
が
「
事
業
承
継
に
向
け

た
戦
略
的
な
社
内
改
革
～
一
〇
〇
年

企
業
（
永
続
企
業
）
を
目
指
し
て
～
」

を
テ
ー
マ
に
経
営
体
験
を
報
告
し
ま

し
た
。

　

創
業
者
の
娘
と
し
て
、
あ
る
い
は

現
社
長
（
夫
）
を
支
え
る
専
務
と
し

て
、
事
業
を
受
け
継
ぐ
立
場
か

ら
様
々
な
苦
労
に
直
面
し
て
き

た
齋
藤
氏
。
あ
る
セ
ミ
ナ
ー
を

受
講
し
、
自
身
の
目
標
・
人
生

ビ
ジ
ョ
ン
を
明
確
に
し
た
こ
と

で
「
親
子
関
係
・
夫
婦
関
係
が

劇
的
に
改
善
し
た
」
と
言
い
ま

す
。
ま
た
、目
標
・
人
生
ビ
ジ
ョ

ン
を
基
に
「
社
員
の
幸
せ
」
を

主
と
し
た
経
営
理
念
を
成
文
化

し
、
そ
の
理
念
に
沿
っ
た
採
用

活
動
や
人
材
育
成
、
評
価
制
度

の
導
入
に
取
り
組
ん
で
い
る
現

状
を
紹
介
。
最
後
に
「
自
分
が

引
退
す
る
ま
で
に
、
次
の
世
代

が
安
心
し
て
引
き
継
げ
る
会
社

に
し
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

報
告
終
了
後
は
「
身
近
な
人
と
ど

ん
な
関
係
で
い
た
い
か
？
」
を
テ
ー

マ
に
グ
ル
ー
プ
討
論
を
実
施
。「
中

小
企
業
は
家
族
関
係
が
業
績
に
も
影

響
す
る
」「
気
持
ち
よ
く
社
員
が
働

け
る
環
境
づ
く
り
を
す
す
め
た
い
」

「
身
近
な
人
は
自
分
を
映
す
鏡
。
自

分
が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
良
好
な
関
係

は
築
け
な
い
」
な
ど
、
活
発
な
意
見

が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

代表取締役
（千葉県中小企業家同友会）
竹本　勝紀氏

群馬中小企業家同友会 50周年記念フォーラム【第51回定時総会】

絶対にあきらめない！
銚子電鉄存続への挑戦
～預金残高50万円、負債２億円の銚電を立て直すには、アイデアを売るしかない～

●講演テーマ

銚子電気鉄道株式会社

●開催概要
◆日　時：2023年

　　　　　4月21日㈮
◆会　場：Ｇメッセ群馬メインホール
 TEL 027-322-2100
　　　　　高崎市岩押町12-24

◆参加費：一人3,000円　交流会参加：別途5,000円
◆対　象：会内外の経営者及び幹部社員
◆主　催：群馬中小企業家同友会
◆後　援：群馬県　群馬県産業支援機構　群馬県商工会議所連合会
　　　　　群馬県商工会連合会　群馬県中小企業団体中央会　上毛新聞社

12：30受付
13：00～20：00
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【生徒が肥育の黒毛和牛販売】
� ㈱サンモール
　沼田市とみなかみ町でスーパーを展開する㈱サンモール
（取締役常務・藤野晃嗣氏／沼田支部所属）は26日、利根実
業高の生物生産科生物資源コースの生徒が肥育した黒毛和牛
の肉を全店で販売する。
　販売されるのは、１月に東京都で開催された「和牛甲子園」
（全国農業協同組合連合会主催）に同校が出品した去勢牛２
頭分。同大会の和牛枝肉共励会で、それぞれＡ４ランクの評
価を得た。� ［２／ 18付上毛］

【人材マッチング支援へ協定】
� しののめ信用金庫
　しののめ信用金庫（理事長・横山慶一氏／富岡安中支部所
属）は、公益財団法人の産業雇用安定センター群馬事務所と
連携に関する協定書を結んだ。取引先企業の人手不足などの
課題について同センターと共有し、人材マッチングを支援す
る。
　同センターは再就職・出向を支援しており、人材を送り出
す企業と受け入れる企業の橋渡しを無料で行っている。同金
庫が人手不足に悩む取引先企業に対して、同センターを紹介
したり、センター職員に同行してヒアリングを行ったりする。
� ［２／ 22付日経］

【米バイヤー視察】
� 茂木食品工業㈱
　本県特産のこんにゃく製品の輸出拡大に向け、日本貿易振
興機構・群馬貿易情報センター（ジェトロ群馬）は、米国の
現地系スーパーの仕入れ担当者を招いた視察イベントを開い
た。西毛地域の製造業者３社を巡り、生産設備や原材料の状
況を確認した。
　米国テキサス州に展開する高級スーパー「セントラル・マー
ケット」のエリック・ビールスキーさんが、ツトム食品と下
仁田物産インター工場、茂木食品工業㈱（代表取締役・茂木
進氏／富岡安中支部所属）を視察した。� ［２／ 25付上毛］

【海外シェフら発酵食に興味】
� ㈲下仁田納豆
　旧中山道沿いなどで発達した発酵食文化を探る国際プログ
ラムが24 ～ 27日、本県などで開かれた。イタリア、スペイン、
フィンランド、タイから一流シェフや食文化研究家ら計16人
が参加。しょうゆ、日本酒、納豆といった日本の伝統的な発
酵食や循環型農業について学んだ。
　27日はしょうゆ製造の有田屋や牧野酒造、㈲下仁田納豆（代
表取締役・南都隆道氏／富岡安中支部所属）を訪問した。
� ［２／ 28付上毛］

【投資専門子会社を開業】
� しののめ信用金庫
　しののめ信用金庫（理事長・横山慶一氏／富岡安中支部所
属）は１日、100％出資の投資専門子会社を開業したと発表
した。投資子会社が組成・運営するファンドの出資により、
取引先企業の事業承継などの経営課題に取り組む。同信金に
よれば、投資子会社を設立するのは北関東の信金では初で、
全国的にも珍しいという。
　社名は「しののめキャピタル」で設立日は１月26日、資本
金は3000万円。2023年上期中には第１号となるファンド設立
を目指すという。第１号ファンドの組成額は未定。
� ［３／２付日経］

【新校舎公開】
� 新島学園短期大学
　新島学園短期大学（学長・岩田雅明氏／高崎支部所属）の
新木造校舎の講堂が５日、特別公開された。透かし彫りから
木もれ日のような柔らかな光が注ぐ新校舎に来場者が目を見
張った。
　新校舎は2020年６月に完成。著名な建築家である手塚建築
研究所の手塚貴晴さんと手塚由比さんが設計を手がけた。旧
約聖書に登場する「エデンの園」から着想し、「優しく守ら

れた学びやから、学生が厳しくも自由な実社会へ旅立ってい
く」というストーリーを建物に込めたという。
� ［３／６付上毛］

【仏展示会に初出展】
� 加栄レース㈱
　カーテンや服地製造などを手掛ける加栄レース㈱（代表取
締役・佐藤真人氏／桐生支部所属）は、パリで１月に開かれ
た世界有数のインテリア・デザインの展示会「メゾン・エ・
オブジェ」にラメニット生地を用いた商品を出展した。同社
が同展示会に出展するのは初めて。これをきっかけに、ラメ
ニット商品の海外需要開拓を狙う。
　加栄レースは小林ニットが製造するラメニットを活用した
「TRICOLUM（トリコリュム）」というブランドで、クマの
ぬいぐるみなどを展開している。小林ニットのラメニットは、
生地にラメの糸が編み込まれており、見る角度で輝きが変化
する特長がある。
　トリコリュムの国内の売り上げは年間1500万～ 2000万円だ
が、海外向けはほとんどないという。今回の出展では海外の
バイヤーから好評だったようで、加栄レースの佐藤真人社長
は「３年後には海外で年間1000万円程度の売り上げを目指し
たい」と話す。� ［３／８付上毛］

【ZEH事業を本格化】
� ㈱スカワ
　住宅リフォームの㈱スカワ（代表取締役・須川光一氏／高
崎支部所属）は、エネルギー消費量の収支をゼロにする「ネッ
ト・ゼロ・エネルギー・ハウス（ZEH、ゼッチ）」仕様など、
省エネ住宅にリフォームする事業を本格化させる。全体改修
に比べて安価に施工できる部分改修を提案し、子どもが独立
した高齢夫婦世帯らを取り込む。
　須川社長は「住環境が快適になるだけでなく、温度差によ
るヒートショックの防止や光熱費の抑制にもつながる」と話
している。� ［３／ 10付上毛］

【DXサービス】
� 利根郡信用金庫
　利根郡信用金庫（理事長・坂井隆氏／沼田支部所属）は、
中小企業のDXを実現するサービス「とねしんケイエール」
の提供を始めた。インボイス制度に対応した電子請求書作成
や勤怠管理、経費精算などに対応する。複数金融機関の入出
金履歴を一括管理するなどの追加機能もある。利用料は月額
２千円から。� ［３／ 16付上毛］

【卒業式　学びやに感謝】
� 新島学園短期大学
　新島学園短期大学（学長・岩田雅明氏／高崎支部所属）は
15日、同市文化会館で卒業証書・学位記授与式を行った。４
年ぶりに卒業生一人一人がステージに上がり、学びの証しを
受け取った。
　卒業生はキャリアデザイン学科96人、コミュニティ子ども
学科35人の計131人。岩田学長は式辞で「なりたい自分とい
う希望の光に向かって確かな歩みを続けて」と激励した。
� ［３／ 16付上毛］

【高崎に屋内練習場】
� ㈱グリーンウッド
　ゴルフ練習場運営の㈱グリーンウッド（代表取締役・有賀
正起氏／高崎支部所属）は16日、本社機能を兼ね備えた屋内
練習場「Wone（ワン）インドアゴルフ」を同所に全面開業した。
周囲がネットに覆われた一般的な屋外施設と異なり、室内で
スクリーンに映し出された画面のコースに向かってボールを
打つ。上達につなげるために必要な正しいフォームの習得に
向け、最新機器がサポートする。
　有賀社長は「ゴルファーにとって理想の建物ができた。自
分のスイングの癖や欠点もその場で分かるので、技術向上に
つなげてほしい」と呼び掛ける。
� ［３／ 17付上毛］

【取締役会長就任】
　㈱後藤鉄工、代表取締役・田島康助氏（伊勢崎支部所属）は、
この度、「取締役会長」に就任しました。
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．
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新会員
ご紹介 会員名簿追加録（順不同・敬称略）

企業名･役職･氏名･生年･所在地･電話･FAX･業務内容･趣味･紹介者

３月度常任理事会承認

前
橋
支
部

〒371-0046　前橋市川原町1-57-3

　依頼者様の「納得のいく解決」を重視した業
務を行っています。取扱い分野は、民事事件全
般です。法的に不安に思うことがあれば、まずは
お気軽にご相談ください。皆様と交流させてい
ただく中で、多様な価値観に触れられることを
楽しみにしております。よろしくお願いします。

ＴＥＬ：027−219−0200
ＦＡＸ：027−219−0210

法律業務全般

【紹介者／萩原隆史】

風の詩法律事務所

弁護士
川　住　岳　央

S57年生

高
崎
支
部

〒370-0018　高崎市新保町251

　高崎市新保町で、フランス料理・フランス菓
子を営んでおりますリストランテ・パティスリー
シムラの志村純子と申します。学びの多い同
友会に入会させて頂き、感謝と共に自社のブ
ラッシュアップをしていけたらと思っておりま
す。どうぞ宜しくお願い致します。

ＴＥＬ：027−362−9222
ＦＡＸ：027−362−9222
フランス料理、フランス菓子

【紹介者／朝岡伸江】
食べる事、スポーツ

リストランテ・パティスリー　シムラ

志　村　純　子
S37年生

前
橋
支
部

〒371-0817　前橋市ぬで島町161-5

　遺影写真制作をはじめとした写真加工、
イベント／企業PR映像コンテンツ制作をおこ
なっています。個人的には群馬に来てまだ３
年程度のため、会員の皆さまと共に学び、様々
なことを勉強していきます。よろしくお願いし
ます。

ＴＥＬ：027−290−3800
ＦＡＸ：027−290−3233

葬祭業向けコンテンツ制作とシステム販売、映像コンテンツ制作の企画・撮影・編集

【紹介者／町田英之】
映画鑑賞、ゴルフ

㈱サンネット

今　庄　春　景
H５年生

太
田
支
部

〒379-2213　伊勢崎市五目牛町310

　「世界中の人々が笑顔で暮らせる世界を創
ること。」これが私の夢であり、ビジョンであ
り、信念です。たとえ私が生きてい間に実現で
きなくても、いつか実現する日がくると信じて、
その日のために様々なことに挑戦使用と思い
ます。

ＴＥＬ：0270−62−1249
ＦＡＸ：0270−63−1227

精密プレス加工、板金加工、溶接加工

【紹介者／鷹巣　修】
読書、改善、観察

㈲浜岡製作所

取締役統括部長
濱　岡　航　平

H５年生

第11回


